
市民と議会との語る会実施報告書 

    

日 時 令和６年１０月２４日 １９：００～２０：３０ 

会 場 国高公民館 

出 席 議 員 前田修治 小形善信 大久保惠子 小玉俊一 清水一德 畑勝浩 

参 加 者 ( 市 民 )    ２５  名 

開会挨拶・司会・記録 

司   会： 前田修治  

議会報告： 小形善信  

記   録： 清水一德  

【１部】 

定例会概要報告等 

（報告者） 小形善信 

Ｑ： 市スポーツ協会運営支援事業について、スポーツ協会に対する指導援助をしっ

かりとしてほしい。 

Ａ： 協会の運営費は、補助金と、指定管理の費用で賄っており、指定管理が無くな

ると運営困難になる現状である。議会としても、このような現状を改善すべく、行政

に提案していく。  

Ｑ： 市の財政について。半世紀に一度のまちづくりで使った借金の推移は。 

Ａ： 償還が始まっている現在、まだ、数年は財政が厳しい状態である。市長は、今ま

での事業に対し、スクラップ＆ビルドの考えで市の財政を考えていく方針である。 

Ｑ： 大河ドラマ終了後の観光誘客の方針は。 

Ａ： 大河ドラマの効果で観光客は増えており菊人形との相乗効果も期待されるところ

だが、当初の予想よりは少なく、ふるさと納税から、４０００万の予算をつぎ込んでい

る。来年からは、富裕層向けのツアーを中心として、誘客を図っていく模様である。

その施策の一つとして、越前和紙バレー創造事業やまちなかの古刹を活かした事

業を、展開していく。 

【２部】 

意見交換会 

（１班） 

進行：前田修治 

記録：小玉俊一  

 

 

 

 

 

 

 

１班 

Ｑ：政務活動費の使い方で、議員個人の広報紙が出ているが、中には宣伝広告の為

に出しているようなものがあり、満額使う議員や、殆ど使わない議員があるが  

Ａ：広報紙に関しては各議員が、議会活動の中で市民に報告しているもので、制約は

できない。越前市議会の政務活動費は、裏付けがしっかりとした支出であるので、

心配されることはないと思う。  

Ｑ： 空き家・空地の草刈りに関して、再三要求しても、地主が対応しない。市の担当

課に言っても解決しないので、条例を作ってでも対応できるようにしてほしい。 

Ａ： 議会としても、問題提起して、対応すべきと考えている。 

Ｑ： 都市計画の中にある村国中央線の進展はどうか。 

Ａ： 長年の計画であるので、要求していく。 



 

 

 

 

 

（２班） 

進行：清水一德  

記録：大久保惠子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３班） 

進行： 小形善信 

記録： 畑 勝浩 

Ｑ： 議員定数と、報酬の件だが、現在２０名でやっているのだから、定数を減らして、

報酬を上げたらいいのではないか。 

Ａ： 議会としては、議員が減れば市民の声が上がりづらくなるため定数は現状の数で

との見解である。 

 

２班 

Ｑ：道路など危険個所が複数ある。市に言うとすぐ来てくれるが、毎回「予算がない」

「優先順位がある」と言い、実現できない。具体的理由を聞かせてほしい。  

Ａ： 市道等の危険個所の修復に対しては毎年予算化して修復しているが、予算には

限りがあるので、優先順位をつけているのは事実である。しかし、生活道路とし

て、緊急の場合はこの限りではないはずである。 

Ｑ： 公民館の駐車場が狭いので、何とかしてほしい。 

Ａ： まちなかの公民館も同じような問題を抱えていて、近隣の空地があれば借りると

かできるのだろうが、議会としても要求していく。 

Ｑ： 中学の部活について、地域移行になると子供の家庭環境で参加できなくなる。

強化だけでなく、教育の一環としての配慮もお願いしたい。 

Ａ： 教員の働き方対策の事もあり、部活が、地域移行になるのは仕方ないにしても、

指導者の問題もあるが、何より子供たちのことを考えた施策を教育委員会には強く

要望していく。 

Ｑ： 幹線道路の除雪はできているのに生活道路の除雪は、融雪の水がない、雪捨て

場がないなど不備がある。 

Ａ： 融雪工事は街中では進んでいるが、まだまだ足りない状況である。除雪の問題

はこれといった解決策が無いのも現状である。  

 

３班 

Ｑ： 村国中央線の早期開通はどうなっているか。 

Ａ： 昭和４５年からの計画であるが、全面開通まではいっていない。国体開催での河

濯線工事優先等で、現在は未定のままである。市の財政緊迫の中もう少し時間が

かかると思う。 

Ｑ： 国高地区北部に深刻な排水問題がある。特に竜ヶ淵と江ノ西地区改良区。人口

増加地域でもあるので、きっちりとした排水計画を要望する。 

Ａ： 河川は県が管理している。市行政とも協力して県に要望していく。  

 

 

令和６年１０月２４日     越前市議会議長 殿  

第３班 班長 前田 修治 


